
湖
南
市
農
産
物
加
工
施
設

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
香

清
の
解
散
と
、
そ
の
老
朽

化
し
た
施
設
や
設
備
、
機

能
を
、
市
民
産
業
交
流
促

進
施
設
「
こ
こ
ぴ
あ
」
に
移

す
た
め
、
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

問　

建
物
の
今
後
の
活
用

は
考
え
て
い
る
か
。

答
　
建
物
は
、
23
年
経
過

し
、
時
期
は
未
定
で
す
が

撤
去
す
る
予
定
で
す
。

問　

女
性
の
活
躍
の
場
が

解
散
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
市
と
し
て
の
考
え
は
。

答
　
こ
こ
ぴ
あ
で
、
農
業

塾
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
女
性
や
青
年
の
活
躍

の
場
を
作
る
意
味
で
、
組

織
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

本
市
の
学
校
給
食
に

使
用
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
香
清
の
味
噌
と

平
成
26
年
に
購
入
し
た
冷

蔵
庫
に
つ
い
て
。

答
　
味
噌
は
29
年
度
分
の

３
ｔ
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
味
噌
は
作
っ
て
も

ら
え
る
方
を
探
し
て
い
ま

す
。
冷
蔵
庫
は
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
で
利
用
す
る
予
定

で
す
。

　
討
論
な
し
。

全
員
賛
成
で
可
決

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

新
規
認
定
、
三
雲
７
号

線
の
審
査
で
し
た
。

現
地
調
査
の
結
果
、
宅

地
開
発
に
よ
る
Ｌ
字
の
道

路
で
、
南
側
は
突
き
当
り

に
な
っ
て
い
て
回
転
広
場
、

東
側
は
市
道
に
つ
な
が
る

も
の
で
し
た
。

質
疑
・
討
論
な
し
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
鳥
取
県
倉
吉
市

く
ら
よ
し
空
家
バ
ン
ク
、

空
家
対
策
事
業

人
口
減
少
対
策
の
一
環

で
移
住
定
住
施
策
に
お
い

て
「
空
家
バ
ン
ク
制
度
」
を

創
設
、
定
住
促
進
す
る
こ

と
で
地
域
活
性
を
図
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
市
内
全
域
を
対
象

に
空
家
調
査
を
実
施
し
、

移
住
者
な
ど
の
受
け
皿
の

拡
大
を
目
論
ま
れ
、
街
中

で
は
築
1
2
0
年
の
古
民

家
に
よ
る
お
試
し
住
宅
の

運
営
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
鳥
取
県
北
栄
町

農
業
振
興

適
正
な
農
地
を
利
活
用

し
、
様
々
な
補
助
金
制
度

の
活
用
な
ど
に
よ
る
農
業

振
興
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

他
地
域
に
真
似
の
で
き
な

い
ブ
ラ
ン
ド
力
に
よ
る
も

の
で
す
。

湖
南
市
で
は
、
後
継
者

不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

が
多
く
あ
り
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
「
こ
こ
ぴ
あ
」
の
地
場

産
品
に
お
い
て
も
検
討
材

料
と
な
り
ま
し
た
。

鳥
羽
市
議
会
で
は
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
議
会
運

営
」
、
「
広
報
・
広
聴
機
能

の
充
実
」
、
「
災
害
時
の
議

会
対
応
」
、
「
通
年
議
会
」

な
ど
に
つ
い
て
視
察
研
修

を
し
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
は
本
市
議

会
で
も
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
広
報
・
広
聴
機
能

の
充
実
」
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

本
市
議
会
と
同
様
に
、

鳥
羽
市
議
会
で
も
「
参
加

人
数
の
減
少
」
、
「
参
加
者

の
固
定
化
」
、
「
女
性
や

若
者
の
参
加
が
少
な
い
」
、

「
行
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
が
多
い
」
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
対
策
と
し
て
、

議
会
報
告
会
を
１
年
間
休

止
し
て
、
そ
の
あ
り
方
を

議
論
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
伊
賀
市
議
会
で
は
「
議

会
に
お
け
る
政
策
立
案
の

仕
組
み
づ
く
り
」
、
「
議
員

間
の
自
由
討
議
」
、
「
議
会

報
告
会
」
、
「
災
害
時
の
議

会
対
応
」
な
ど
に
つ
い
て

視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

　
鳥
羽
市
議
会
と
同
じ
く
、

「
議
会
報
告
会
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　
伊
賀
市
議
会
で
も
、
マ

ン
ネ
リ
化
や
参
加
者
の
固

定
化
な
ど
の
課
題
が
あ
る

中
で
、
課
題
を
持
っ
て
申

し
込
み
さ
れ
た
各
種
団
体

を
対
象
に
「
出
前
講
座
」
を

実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

■
栃
木
県
小お

や

ま山
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ

マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
の
経
費
算
出
方
法
は
各

市
町
に
よ
り
様
々
で
統
一

さ
れ
て
い
な
い
。
算
出
方

法
の
見
直
し
、
広
告
な
ど

の
導
入
に
よ
る
歳
入
の
確

保
、
競
争
力
を
取
り
入
れ

た
入
札
の
導
入
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
経
費
削
減
の
可
能

性
が
あ
る
。
利
益
が
出
せ

る
路
線
を
発
掘
し
民
間
に

託
せ
る
よ
う
な
考
え
方
も

大
切
で
あ
る
。

■
栃
木
県
下し

も
つ
け野

市

自
治
会
交
付
金
に
よ
る
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
消
火

ホ
ー
ス
格
納
箱
の
新
設
及

び
維
持
管
理
に
つ
い
て

ご
み
収
集
は
、
自
治
会

加
入
の
有
無
な
ど
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
ど

の
市
で
も
あ
る
。
消
火
栓

ボ
ッ
ク
ス
設
置
は
消
防
署

が
駆
け
つ
け
る
ま
で
時
間

が
か
か
る
よ
う
な
場
合
の

み
で
対
応
し
て
い
く
こ
と

も
新
し
い
考
え
方
で
あ
っ

た
。
生
活
を
す
る
た
め
の

最
低
限
の
衛
生
環
境
づ
く

り
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
市
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
べ
き
な
の
か

調
査
を
し
な
が
ら
、
自
治

体
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

な
ど
の
ル
ー
ル
を
一
本
化

す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要

で
あ
る
。

産業経済常任委員会行政視察研修報告

産
業
経
済
委
員
会
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空
き
家
対
策
と

 

農
業
振
興

議
会
運
営
委
員
会
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～
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鳥
羽
市
・
伊
賀
市
の
議

会
運
営
を
視
察
し
て
！

総
務
常
任
委
員
会
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湖南市議会だより13


